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図 -10　試料採取率と強度比の関係
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図 -11　礫分含有率と強度比の関係 図 -13　平均粒径 D50 と強度比の関係

溶液型薬液注入工法により改良された地盤の事後調査方法の選定

Selection of Test Method for Quality Assurance of Ground Improved by 
Permeable Grouting Method

秋本 哲平 1), 林 健太郎 2), 善 功企 3), 長津 辰男 4), 山本 敦 5), 車田 佳範 4) 

Teppei Akimoto 1), Kentaro Hayashi 2), Kouki Zen 3), Tatsuo Nagatsu 4), Atsushi Yamamoto 5) and Yoshinori Kurumada 4)

要  旨
　溶液型薬液注入工法の 1 つである浸透固化処理工法に
よ っ て 改 良 さ れ た 地 盤 の 強 度 は、一 軸 圧 縮 強 さ
qu=100kN/m2 程度であり、軟弱地盤の地盤改良としては
低強度であるため、事後調査時の乱れの影響で過小に評
価されることが懸念されている。乱れの影響を抑制でき
る改良地盤の評価方法として、原位置試験による一軸圧
縮強さの推定も検討されているものの、実際に適用する
際の選定条件は明確になっていない。本研究は、事後調
査としてサンプリング試料による一軸圧縮試験が実施さ
れた結果を分析することにより、事後調査方法を選定す
る際の条件について検討するものである。検討結果から、
サンプリング試料の一軸圧縮試験による評価は、礫分含
有率 15% 以下、平均粒径 1mm 以下、試料採取率 75% 以
上において適用可能と考えられる。
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図 -13　修正統合 3D 設計モデル（地中のイメージ）
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図 -24　「清田区里塚地区市街地復旧工事」の全景（CIM モデルを地中から見上げたイメージ）

細粒分の多い火山灰質土に対する液状化対策としての薬液注入工法
の適用性

Applicability of Chemical Grouting Method as Liquefaction Countermeasures 
for Volcanic Ash Soil Containing Much Fine Fraction
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　本論文は、平成 30 年北海道胆振東部地震により被災し
た札幌市清田区里塚地区の市街地復旧工事について報告
するものである。里塚地区では、火山灰質砂で構成され
る傾斜盛土地盤が地震により液状化し、大規模な側方流
動が発生した。液状化に伴う流動化の再発を防止するた
め、復旧工事では、宅地部の地盤を薬液注入工法により
地盤改良したが、工法の適用にあたっては、地盤工学上
の課題を克服し、厳しい施工条件の中で工事を実施する
必要があった。前者は、これまでの施工実績の中では例

のない地盤条件（細粒分含有率 30% 以上かつ N 値が 0 ～
1 程度の火山灰質砂）であったため、工法そのものの適用
性（薬液の浸透性や改良地盤の強度）を配合設計で詳細
に検討する必要があったことである。後者は、住民が生
活を続ける市街地において、家屋を損傷させることなく
その直下の地盤を改良する必要があったことである。本
文では、これらの課題を克服するために実施した設計・
施工上の工夫とその成果として得られた改良地盤の品質
について報告する。
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